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小平市産業振興基本計画及び小平市農業振興計画 

策定のための農家意向調査 
 

農家の皆様には、日ごろから小平市政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

このたび、小平市では「小平市産業振興基本計画及び小平市農業振興計画策定のための農家意向

調査」を実施することといたしました。 

この調査は、小平市で農業を営まれている皆様が市内農業の振興に対してどのようなご意見、ご

要望をお持ちかを伺い、今後の産業及び農業振興施策の参考とするために行うものです。 

今回の調査の実施にあたりましては、小平市内の全農家に回答をお願いしております。 

ご回答いただいた内容はすべて統計的に処理し、個人情報の保護に配慮することはもちろん、他

の目的に使用することは一切ございません。ぜひ、率直なご意見をお聞かせください。 

お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

平成２８年 9 月  小平市長  小 林 正 則 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

 

１ ご回答は、農作業の主な担い手となっている方がご記入ください。 

２ ご回答は、濃い鉛筆、黒または青のボールペンをご使用ください。 

３ ご回答は、次の要領で行ってください。 

(１)お答えは（  ）内にそのままご記入いただくか、あらかじめ設けてある選択肢の中から

選んで、番号に○または◎をつけてください。 

(２)回答の○または◎の数は、設問ごとに「(１つに○)、（１つに◎）、(それぞれ１つに○)、 

（２つまで○）（当てはまるもの全てに○）」などと指定しておりますので、それに合わせて

ご回答ください。 

(３)ご自分の考えが選択肢の中にない場合には、「その他（  ）」を選び（  ）内に具体的

にご記入ください。 

 
※ 障がいのある方で、調査回答の際にお困りのことがありましたら、下記連絡先にご相談くださ

い。 

※ この調査は、お名前・ご住所を記入する必要はありません。 

 
ご記入いただいた調査票は、平成２８年１０月７日(金)までに、地区の支部長さんにお渡
しください。 

 

この調査についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。 
 

小平市役所 地域振興部 産業振興課 
                     〒187-8701 小平市小川町二丁目 1333 番地 
                     電話 042-346-9533 
                     FAX 042-346-9575 
                     ﾒ ｰ ﾙ sangyoshinko@city.kodaira.lg.jp 

第１回小平市農業振興計画検討委員会 

【資料⑨】平成 28 年 8 月 19 日（金） 
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I. ご回答されるあなたのことについておたずねします。 

 

問1. 以下の項目について、それぞれ当てはまるもの１つに○印をつけてください。 

性 別 1. 男性     2. 女性 

年 齢 
1. 10 歳代   2. 20 歳代   3. 30 歳代   4. 40 歳代 

5. 50 歳代   6. 60 歳代   7. 70 歳代   8. 80 歳代以上 

郵便番号 〒１８７ －     （郵便番号のみご記入ください。住所は丌要です。） 

家族構成 

1. 一人暮らし         4. 祖父母と親と子どもの 3 世代家族 

2. 夫婦のみの世帯       5. その他（         ） 

3. 親と子どもの 2 世代家族 

同居家族の人数 
（回答者含む） 

1. 1 人    2. 2 人    3. 3 人    4. 4 人 

5. 5 人    6. 6 人    7. 7 人以上 

お住まいの 
ＪＡ支部 

1. 小川町第一   8.             小川町第八       15.    野中東          22.  回田町 

2. 小川町第二   9.  仲町第一         16.   天神町      23.  喜平町 

3. 小川町第三  10.   仲町第二       17.    野中北            24.  上水南町 

4. 小川町第四  11.  大沼第一     18.   鈴木町第一   25.  上水本町 

5. 小川町第五  12.   大沼第二     19.   鈴木町第二 

6. 小川町第六  13.    大沼第三       20.  花小金井南町 

7. 小川町第丂  14.    大沼第四        21.  御幸町 

農業従事時間ご
との家族の人数 

 男性（うち 60 歳未満） 女性（うち 60 歳未満） 

年間 60 日未満     人（   人）     人（   人） 

年間 60～149 日     人（   人）     人（   人） 

年間 150 日以上     人（   人）     人（   人） 
 

 

II. 農業生産・販売について 

 

問2. あなたが生産している農畜産物について、農業収入が第 1 位のもの１つに◎印、第 2 位以降

のものには２つまで○印をつけてください。 

1. 露地野菜          5. 果樹（ぶどう、なし、ブルーベリー、柿など） 

2. 施設野菜          6. 果樹（うめ、くり） 

3. 植木・造園         7. その他（                ） 

4. 花卉             
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問3. 現在、販売はどのような方法で行っていますか。又、今後どのような方法をとりたいですか。

【現在】と【今後】のそれぞれ１～１３の選択肢のなかから当てはまるもの全てに○印をつけ

てください。 

【現在】 

1. 市場に出荷 

2. 小平ファーマーズマーケットで販売 

3. 個人で直売（庭先販売、直売スタン

ド、無人店舗、宅配便） 

4. スーパーなどへ契約出荷 

5. 学校給食に供給 

6. 飲食店への出荷 

7. もぎ取りや摘み取りで消費者に販売 

8. 東京都など公共団体と契約して販売 

9. 造園利用・造園卸し 

10. ジャム等加工品として販売 

11. インターネット等の通信販売 

12. 産業まつり等のイベント 

13. その他（            ） 

【今後】 

1. 市場に出荷 

2. 小平ファーマーズマーケットで販売 

3. 個人で直売（庭先販売、直売スタンド、無人

店舗、宅配便） 

4. スーパーなどへ契約出荷 

5. 学校給食に供給 

6. 飲食店への出荷 

7. もぎ取りや摘み取りで消費者に販売 

8. 東京都など公共団体と契約して販売 

9. 造園利用・造園卸し 

10. ジャム等加工品として販売 

11. インターネット等の通信販売 

12. 産業まつり等のイベント 

13. その他（             ） 

 

問4. あなたは直売所を持っていますか。当てはまるもの１つに○印をつけてください。 

1. 持っている 

2. 以前は持っていたが閉めた（理由：                ） 

    3. 今後、持ちたい   

    4. 持っていないし、今後持つことも考えていない 

    5. その他（                ） 

 

問5. 問 4 で「直売所を持っている」と回答した方にお聞きします。あなたの家の直売所はどういう

経営形態ですか。それぞれの項目について、当てはまるもの 1 つに○印をつけてください。 

ア. 開店日   （1. 年間を通して   2. 季節を決めて  3. 丌定期） 

    イ. 開店時間  （1. 決めている（  ：  ～  ：  ）   2. 特に決めていない） 

    ウ. 直売所の売手（1. 有人  2. 無人） 

  エ. 自動販売機 （1. ある  2. なし）   

オ. 場所    （1. 庭先  2. 農地のそば  3. その他(      )） 

    カ. 売れ行き  （1. 良い  2. 悪い） 
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III. 農地について 

 

問6. あなたが所有している農地について、あてはまる面積を記入してください。 

農地の状況 市内の農地面積 
小平市外の農地面積 

（都内） （都外） 

所有している農地     アール（  筆）   アール（ 筆）  アール（ 筆） 

うち生産緑地指定農地     アール（  筆）   アール（ 筆）  アール（ 筆） 

借入農地     アール（  筆）   アール（ 筆）  アール（ 筆） 

＊1 坪=3.3 ㎡ 1 反＝10 アール 1 町歩=100 アール  

 

問7. 自宅からの距離ごとの所有している農地の筆数を記入してください。 

農地までの距離 筆数 

自宅から 15 分以内                    筆 

30 分以内                    筆 

1 時間以内                    筆 

     1 時間以上                    筆 

 

問8. 今後10年くらいのあなたの農地の方向性について最も近いもの１つに○印をつけてください。 

1. 農地を拡大したい         4. 相続等の税負担のため現状維持は困難 

2. 現状を維持したい         5. 農地を貸したい 

3. 担い手丌足のため現状維持は困難  6. その他（            ） 

 

問9. 今後 10 年のうちに、あなたの家で耕作しきれない農地が発生する可能性はありますか。 

  最も近いもの１つに○印をつけてください。 

1. ある 

2. ない 

3. その他（              ） 

 

問10. 問９で「1. ある」と回答した方にお聞きします。市などから「農地を貸してほしい」と相談

があったらどう思われますか。最も近いもの１つに○印をつけてください。 

1. 条件次第で相談に応じる   

2. 相談に応じない 

3. その他（                    ） 
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問11. あなたに相続が発生した場合、どのように対応できると思いますか。該当するケースについ

て、当てはまるもの全てに○印をつけてください。 

1. 生産緑地を処分して対応する 

2. 宅地化農地を処分して対応する 

3. 農地以外の宅地（アパートや駐車場等）を処分して対応する 

4. 土地は処分せずに対応する 

5. その他（                    ） 

 

IV. 農業の担い手について 

 

問12. 後継者の農業従事状況について最も近いもの１つに○印をつけてください。 

1. 後継者は決まっており既に農業に従事している 

2. 後継者は決まっているが、現在は農業に従事していない 

3. 現在は決まっていないが、将来後継者になりそうな者がいる 

4. 現在は決まっておらず、将来も後継者になりそうな者がいない 

  

問13. 農業後継者を育てるために必要と思われることは何ですか。当てはまるものに２つまで○印

をつけてください。 

1. 後継者による組織づくり      6. イメージアップ 

2. 農業に関する情報の提供      7. 経営の改革 

3. 農業技術指導           8. 税制の改革 

4. 配偶者問題            9. その他（           ） 

5. 農業所得の向上 

 

問14. あなたの家では女性が、どのような役割を担っていますか。当てはまるもの全てに○印をつ

けてください。 

1. 農業経営の中心となっている     6. 販売の中心となっている 

2. 労働力の中心的な担い手          7. 簿記や帳簿の整理を担当 

3. 労働力の補助的な担い手         8. 直売の販売を担当 

4. ある部門（作物）について      9. 農業にかかわっていない（家事、他の 

責任をもっている            仕事など） 

5. ある部門（加工品）について    10. その他（                  ） 

責任をもっている 
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問15. 今後の農業の担い手や労働力について、当てはまるものに２つまで○印をつけてください。 

1. 後継者が中心となって農業をやっていく 

2. 自分たちでがんばり、その後は後継者にまかせる 

3. パートやヘルパーを雇う 

4. 機械化による省力化・労働力に見合った生産方法を考える 

5. ボランティアの協力を得たい 

6. 自分たちでがんばり、その後は農業をやめる 

7. わからない 

 

問16. 市民による援農（農作業の手伝い）について当てはまるもの全てに○印をつけてください。 

１. 経験があり、熱心な市民なら農作業を手伝ってほしい 

２. 草取りなど補助的な作業なら手伝ってほしい 

３. 直売所の販売などを手伝ってほしい 

４. 農作業を通じて、農業への理解にも繋がるので、積極的に対応したい 

５. 市民との交流にもなるので、積極的に対応したい 

６. 特に必要がない 

 

V. 農業経営について 

 

問17. あなたが農業を行っていく上で困っていることはありますか。最も当てはまるもの 1 つに◎

印をつけ、次に当てはまるものに２つまで○印をつけてください。 

1. 宅地化が進み通風や日照、水はけが悪化している 

  2. 宅地化が進み農薬散布が十分できない 

  3. 空き缶やゴミなどの丌法投棄が多い 

  4. 鳥獣による被害が多い 

  5. 後継者や担い手がいない 

  6. 農業収益が労働の割には尐ない 

  7. 農産物の販売先がない 

  8. 相続税等の税の負担が重い 

  9. 堆肥等の臭いで苦情を言われる 

  10. 野菜や剪定枝の残滓の処理がむずかしい 

  11. その他（                   ） 
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問18. あなたは今後の経営の中心となる農畜産物としてどのようなものをお考えですか。１つに○

印をつけてください。 

1. 露地野菜          5. 果樹（ぶどう、なし、ブルーベリー、柿など） 

2. 施設野菜          6. 果樹（うめ、くり）   

3. 植木・造園         7. その他 (                        ) 

4. 花卉             

 

問19. あなたは今後の農業経営の内容について、どのようにお考えですか。当てはまるもの全てに

○印をつけてください。 

1. 施設利用による高収益を目指す 

2. 新技術導入による高収益を目指す 

3. 有機、減農薬、無農薬栽培に取り組む 

4. 省力型の農業に取り組む 

5. 土づくりを重視した農業に取り組む 

6. 市民農園などの市民的利用を図る 

7. 農業体験農園などの市民的利用を図る 

8. 観光農園の導入を図る 

9. 尐量多品目の農業を進める 

10. 多量尐品目の農業を進める 

11. 農作業の委託や市民の支援を募る 

12. 新たな作目を導入し高収益をめざす 

13. 商品開発や農産物加工によって特産品をつくる 

14. 新しい農業技術を導入する 

15. その他（                     ） 

  

問20. 現在の世帯収入のなかで当てはまるもの全てに○印をつけてください。またその中で、最も

収入が多いもの１つに◎印をつけてください。 

１.農業収入          ４.年金収入 

２.丌動産           ５.市民農園、体験農園、学童農園などの農業指導による収入 

３.就労            ６.その他（                 ） 
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問21. あなたの家の年間の農業所得と丌動産所得について【農業所得】の１～９【丌動産所得】の

１～８の選択肢のなかからそれぞれ１つに○印をつけてください（所得は、収入から専従者給

不以外の必要経費を除いたものです）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22. 今後の農業所得の目標額について、１つに○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

問23. あなたが農業経営で実行していることは何ですか。【現在】と【今後】のそれぞれ１～８の選

択肢のなかから当てはまるもの全てに○印をつけてください。 

【現在】                 【今後】 

1. 労働時間を定めている         1. 労働時間を定めたい 

2. 休日を定めている           2. 休日を定めたい 

3. 給不を定めている           3. 給不を定めたい 

4. 後継者等と作業を分担している     4. 後継者等と作業を分担したい 

5. 後継者等に、ある部門の責任を     5. 後継者等に、ある部門の責任を 

  持たせている               持たせたい 

6. 一年間の経営目標をたてている     6. 一年間の経営目標をたてたい 

7. パソコンを活用している        7. パソコンを活用したい 

8. 特にない               8. 特に考えていない 

9. その他（          ）    9. その他（           ） 

 

 

 

【農業所得】 【丌動産所得】 

 １. なし（自家用のみ）  １. なし 

 ２. 販売しているが赤字  ２. 50 七円未満 

３. 50 七円未満  ３. 50～100 七円未満 

 ４. 50～100 七円未満  ４. 100～300 七円未満 

 ５. 100～300 七円未満  ５. 300～500 七円未満 

 ６. 300～500 七円未満  ６. 500～1,000 七円未満 

 ７. 500～1,000 七円未満  ７. 1,000～3,000 七円未満 

 ８. 1,000～3,000 七円未満  ８. 3,000 七円以上 

 ９. 3,000 七円以上  

 

 

1. 自家用のみ 4. 100～300 七円未満 7. 1,000～3,000 七円未満 

2. 50 七円未満  5. 300～500 七円未満 8. 3,000 七円以上 

3. 50～100 七円未満 6. 500～1,000 七円未満  
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問24. 認定者農業者制度(*)についてお聞きします。ご自身の状況に最も近いもの１つに○印をつけ

てください。 

1. 認定を受けている       4. 興味はある 

2. 知っており認定を受けたい   5. 知らない 

3. 知っているが認定は受けない  6. その他（             ） 

 

問25. これからの都市農業は地産地消（地域で生産された農産物を地域で消費する）が大切になり

ます。地産地消に関する以下の内容について、どうお考えですか。項目ごとにそれぞれ 1 つに

○印をつけてください。 

項目 回答内容 

農業体験農園(*) 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

農産物加工 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

飲食店の開設 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

学校給食への農産

物の供給 
1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

飲食店への農産物

の供給 
1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

個人直売所 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

ＪＡ直売所への出

荷 
1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

市民農園 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

学童農園 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

観光農園 1. やっている 2. やってみたい 3. 関心がない 4. わからない 

 

 

 

 

 

認定農業者制度(*)：農業者が、自ら作成する農業経営改善計画(5 年後の経営目標)を市町村が

認定し、その計画達成に向けて融資など様々な支援や措置を講ずる。 

農業体験農園(*)：農家が経営・管理し、市民は指導を受け、作付けから収穫までの作業を体

験した上で農産物を購入する農園 
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VI. 農作業の情報取得方法、他の農家との交流状況について 

 

問26. あなたは農作業を行う上で、その手法を主にどのようにして学んでいますか。最も当てはま

るもの１つに◎印を、次に当てはまるものに２つまで○印をつけてください。 

1. 親や親族などから学ぶ 

  2. 近隣の農家から教わる 

  3. 農家の仲間や業種別団体から情報を得る 

  4. 普及センターやＪＡなどから教わる 

  5. 勉強会などに参加する 

  6. 書籍などを参考に独学で学ぶ 

  7. インターネットから情報を得る 

  8. 特に誰かに教わったりしない 

  9. その他（           ） 

 

問27. あなたは農家同士との交流がどの程度ありますか。最も当てはまるもの１つに○印をつけて

ください。 

1. とても多い              4. 全くない 

2. 多い                 5. わからない 

3. 尐ない 

 

問28. あなたは農家同士との交流を今後どのようにしていきたいですか。最も当てはまるもの１つ

に○印をつけてください。 

1. 積極的に増やしていきたい       4. 無くしていきたい 

2. 増やしてきたい            5. 減らしていきたい 

3. 現状維持で良い            6. わからない 

 

VII. 有機栽培(*1)、減農薬栽培(*2)について 

 

問29. あなたは有機栽培（*１）や減農薬栽培（*２）に関心がありますか。最も当てはまるもの１

つに○印をつけてください。 

1. すでに有機栽培を行っている (実施面積：    アール) 

2. すでに減農薬栽培を行っている(実施面積：    アール) 

  3. 減化学肥料を利用している 

  4. 以前はやっていたが今はやめている（理由：              ） 

  5. 関心はあるがまだ行っていない 

  6. 関心がない 

  7. その他（                 ） 
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問30. あなたが有機栽培（*１）や減農薬栽培（*２）に取り組むうえでどのような課題があります

か。最も当てはまるもの１つに◎印を、次に当てはまるものに 2 つまで○印をつけてください。 

1. 有機物が手に入らない・入りにくい 

2. 有機栽培用の種苗が手に入らない・入りにくい 

  3. 手間や費用がかかる 

  4. 収量が低くなる 

  5. 虫食いなどで売れないなど心配である 

  6. 周辺農家と一緒に行わないと難しい 

  7. 技術・知識が十分にない 

  8. その他（                 ） 

 

問31. あなたが有機栽培や減農薬栽培を推進する場合、必要とされるものは何ですか。最も当ては

まるもの１つに◎印を、次に当てはまるものに 2 つまで○印をつけてください。 

1. 生産施設（ハウス、堆肥置場等）設置に関する補助 

  2. 有機質肥料購入に関する補助 

  3. 生産資材（マルチ、フェロモン剤等）購入に関する補助 

4. 農業技術指導員等による栽培指導・情報の提供 

  5. グループづくり 

  6. 安定した販路の確保 

  7. 有機・減農薬農産物への消費者の理解 

  8. 種苗 

  9. 認証制度 

10. その他（                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *１：有機栽培：農産物の生産過程等において、化学合成農薬、化学肥料および化学合成土

壌改良資材を使用しないで 3 年以上経過し、堆肥等による土づくりを行っ

た圃場での栽培方法 

 *２：減農薬栽培：農薬で慣行的に行われている使用回数のおおむね 5 割以下の栽培方法 
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VIII. 地域住民との交流、これからの都市農業について 

 

問32. あなたが地域住民とのふれあいについて望むことをお聞きします。当てはまるもの全てに○

印をつけてください。 

1. 農産物の販売を通した交流 

2. 農産物の調理方法の講習等による交流 

3. 農作業への協力、農業体験による交流 

4. 地域の行事等による交流 

5. 学童農園など学校を通した交流 

6. 農業体験農園の設置による交流 

7. 観光農園の設置による交流 

8. 農地周辺の緑化や花の植栽などによる交流 

9. まちづくりについての懇談会による交流 

10. 関心がない 

11. その他（                  ） 

 

問33. 都市農業や農地は農産物の生産だけでなく、都市生活の中で様々な役割を果たしていますが、

どのような役割が大切だと思いますか。最も当てはまるもの１つに◎印を、次に当てはまるも

のに２つまで○印をつけてください。 

1. 雤水の保水や自然、生態系の保全の場  6. 子どもの情操教育、環境教育 

2. うるおいある景観           7. 季節の変化を感じさせる役割 

3. 過密化の解消やオープンスペース    8. 地表温度の低下や大気の浄化機能 

4. 環境の保持や防災空間         9. その他（          ） 

5. 市民の農業体験の場 
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問34. あなたが今後の農業施策で最も重視して欲しいものは何ですか。最も当てはまるもの１つに

◎印を、次に当てはまるものに４つまで○印をつけてください。 

1. 環境保全型農業の推進 

2. 小平産農産物ブランド化の推進 

3. 個人直売所への支援 

4. 共同直売所への支援 

5. 農業技術指導の充実 

6. 生産者グループの組織強化 

7. 援農ボランティア等の担い手の確保 

8. 土留め整備等農地保全についての対策 

9. 市場出荷への支援 

10. 野菜の残滓、剪定枝等、資源堆肥化システムの構築 

11. 市民農園 

12. 農業体験農園 

13. 観光農園 

14. 学童農園 

15. 農業用施設等への補助 

16. 農機購入に対する補助 

17. 市民との交流事業の推進 

18. 農業関連情報広報の充実 

19. 農作業の委託 

20. 税制の改革 

21. その他（                   ） 

 

問35. 今後、小平市内の農業を発展させるためには、どのようなことが必要とお考えですか。以下

の欄にご自由にお書きください。 

 

ご協力ありがとうございました。 


